
au Design project
世界唯一の全ラインアップ展示

衝撃！初の日米間テレビ宇宙中継！

長崎からウラジオストクまで
1,000kmの海底ケーブル！？

基地局を設置して街を発展させよう！

未来をひらく一歩を、ここから

先人たちの挑戦の歴史に学び、
未来をデザインするミュージアム　

人と人がつながって、

可能性が広がる。未来が始まる。

KDDIはそう信じて、人と人を通信でつないできました。

暮らしや社会を、もっと便利で豊かにしたい。

期待を超える感動を届けたい。

だからこそ、いつの時代もお客さまと共に、

新しいコミュニケーションの領域に挑んできました。

KDDI MUSEUMには、通信の歴史を拓いてきた

先人たちの革新性が息づいています。

その想いに触れることで、

きっと、新たなインスピレーションが生まれる。

一人ひとりに秘められた創造力が、躍動を始める。

歴史は、未知の世界への扉。

新しい挑戦が、次々と広がっていく。

さあ一緒に。未来をひらく一歩を、ここから。

あなたが“いま”届けたい
メッセージは何ですか。
KDDIは、1963年の日米間テレビ宇宙中継実験以来、
日本の衛星通信をリードしてきました。
21世紀の今、宇宙にいる人たちと直接通信する時代がすぐそこに。
あなたも宇宙に向けて、メッセージを送ってみませんか？

1871(明治4)年、長崎に陸揚げされた
海底電信ケーブルで、日本は世界とつながりました。
日本の国際通信の発展には、
先人たちの様々な挑戦がありました。
貴重な資料とともに、学んでいきましょう。

au携帯電話・スマートフォン約500台と
au Design projectの製品・コンセプトモデルが
壁面いっぱいに展示！
au Design projectの全ラインアップが
ご覧いただけるのは、唯一このミュージアムだけ！

ARを使った参加型のアトラクション。
チームになって携帯電話の基地局を設置して、
街を発展させよう！
ケータイのエリアが完成したその先に
待っている出来事とは…？
その目で確かめよう！

めがねをかけるだけで別世界体験！
メガネをかけると未来が見える？
最先端のメガネ型ウエアラブルデバイス
「スマートグラス」をかけて、
目の前にひろがる別世界を体験しよう！
 

先人たちの挑戦に学ぶ 最新技術に触れる ここだけ・今だけできる体験

初の日米間テレビ宇宙中継実験で送られてきたのは
予定されていたケネディ大統領のメッセージではなく、
大統領暗殺を伝える衝撃のニュース映像だった！
奇しくも、“世界の「いま」を即時に「つたえる」”という
衛星通信の威力が示された、歴史的な日でもありました。

第１節　国際伝送路の広帯域化　　199

KDDが通信衛星と送受信する
地球局の研究に最初に着手したの
は1962年（昭和37）である。当時、
KDDでは衛星通信で使われるマ
イクロ波の回線は東京～小室～八
俣～小山間に細々と存在していた
にすぎなかった。対流圏散乱波通
信の実験で培ったマイクロ波技術
のノウハウはあったものの、研究
者はほんのわずかしかいなかっ
た。

KDDは各研究室から送信、受
信、アンテナ、衛星追尾、管制制
御（コンピュータ関連）の担当者
を選抜し、地球局建設へ向けて活
動を開始した。それまで短波通信
の研究をしていたスタッフは、ま
ず、教科書を買ってきて、みんな
で勉強を始めるというところか

ら、スタートしたのである。
中でも苦労したのが実験用の大
アンテナの形式をどうするかとい
う問題であった。当時の地上マイ
クロ波の伝送技術から見て、最高
の性能を持っていたのはホーンリ
フレクタアンテナである。しかし、
このアンテナを地球局で使用する
ためにはかなりの大型であること
が必要であった。当時の衛星は中
高度衛星で、その位置が刻々と移
動するため、これを高速度で追い
かけるためには、大がかりなホー
ンリフレクタアンテナを製作しな
ければならなかった。アメリカと
フランスはこのアンテナを使用し
たが、イギリスは普通のパラボラ
アンテナを採用した。KDDでは
アンテナの形式について、熱い論

議が交わされた。結局、採用され
たのは、まだ生まれたてのカセグ
レンアンテナであった。国際間の
実験でこの新方式のアンテナを採
用したのは、当時としては勇気の
いる決断であった。
地球局の設置場所は国内の電話
用マイクロ網との相互干渉や将来
の運用のことなどを考慮して茨城
県十王町に決まり、疑似衛星が石
尊山の山頂付近に設けられた。疑
似衛星とは地球局の性能を測定す
るために、電波を出す設備のこと
である。スタッフは電波の混信調
査などのために、トラックに測定
機器を積んで登山靴で各地に出か
けた。

63年１月から実験施設の建設が
始まった。最初の実験はテルスタ
ー衛星のビーコン電波受信による
衛星追尾であった。七夕の７月７
日、電波受信の瞬間にメーターの
針がピンと揺れた。この感激の瞬
間を記録にとどめようと、スタッ
フの何人かがカメラのシャッター
を押した。こうして、地球局によ
る通信衛星の実験は幸先のよいス
タートを切ったのである。

ゼロからの出発―衛星通信地球局の建設

レドームの中のアンテナ（茨城宇宙通信実験所）

国際通信150年の歩みと通信がひらく未来

KDDI MUSEUM オススメ スポット



THEATER-I1
約10mの円形映像シアターです。
約540インチサイズの迫力ある映像を
お楽しみください。

3 B ZONE  通信市場参入と挑戦の軌跡 4 C ZONE  KDDIの挑戦

「先端技術と芸術の出会い」

5

「先端技術」と対比した「感性との出会い」をコン
セプトにし、日本画、洋画、ガレ・ドーム兄弟のガ
ラス作品など多彩な作品をご紹介しています。
ARを活用した新しいアート鑑賞もお楽しみいた
だけます。

日本の国際通信のはじまり

1871（明治4）年、日本は長崎に建てられた海底線陸
揚庫（ケーブルハット）に引き込まれた海底電信ケー
ブルで世界と初めてつながりました。当時の予備通信
席を復元しています。 

世界とつながる ―海底電信―

日本はどのような経緯で世界とつながったのか？
パネルや国際電報の送受信に使用された電信機
（実物）の展示でご紹介します。 

電波でつなぐ ―無線通信―

電波の発見によって、国際通信の主役は海底電信か
ら無線に代わっていきます。長波送信所の建物に設
置された巨大な碍子、短波無線通信用に開発された
真空管を展示しています。

戦後の国際通信 ―KDDの設立―

第二次世界大戦後、限りある周波数を効率的に使用
し、高い通信品質で日本の国際社会復帰を支えるこ
とが、新しく設立された国際電信電話株式会社
（KDD)の使命でした。 

宇宙への挑戦 ―衛星通信―

高度経済成長期、日本は米国が提唱する衛星通信
ネットワーク構想に参画。初の日米間テレビ宇宙中継
実験はKDD、電機メーカー、放送局の技術者たちの
大きな挑戦でした。

深海への挑戦 ―海底ケーブル通信―

日本の国際通信の99%は光海底ケーブル経由で行
われているのをご存じですか？こちらでは、ケーブル
シップをVRスコープで探検したり、海底ケーブルの
実物に触れることができます。 

6 Photo Spot マチカメ

THEATER-Ⅱ

1985（昭和60）年、KDDIの前身会社のひとつ第
二電電（DDI）は通信市場への参入を表明。しかし
そこにはさまざまな困難がありました。15年にわ
たる挑戦の軌跡を映像でご紹介します。 

Episode Gallery

通信事業への参入から15年間、DDIと日本移動
通信（IDO）はたくさんの挑戦を繰り返してきまし
た。こちらでは６つのエピソードをピックアップし
て当時の資料とともに展示しています。 

通信おもいでタイムライン

1985年から2000年までの通信と社会の出来事
を年表形式で振り返るコーナーです。皆さんは当
時、どこで誰とどのようなコミュニケーションをし
ていましたか？

au Gallery

auブランドの携帯電話・スマートフォン約500台とau 
Design projectの製品およびコンセプトモデルを壁面
いっぱいに展示しました。au Design projectの全ライ
ンアップがご覧いただけるのはここだけです。

au Square

ケータイがつながる仕組みをご存じでしょうか？
ガラス面に浮かび上がるアニメーションで分かり
やすく解説します。 

au Historical Road
KDDIは2000年10月の発足以降、業界初の
ガク割やパケット定額制などの料金プランを
導入したり、音楽配信サービスLISMOなどの
サービスを拡充させてきました。その歴史を年
表で振り返ります。  

Tomorrow, Together City

ARを使ったアトラクション。チームになって街に携
帯電話の基地局を設置してエリアを充実させてい
こう。ケータイのエリアが完成したその先に待って
いる出来事は…？

D ZONE  EXHIBITION

スマホで撮れない、映える瞬間を！ 
自分のスマートフォンでシャッターが切
れる、設置型高機能遠隔撮影システム
をお楽しみください。

スマホから宇宙を経由してメッセージを
送る擬似体験ができます。
記念すべきメッセージに、あなたはどん
な言葉を送る？宇宙とつながるワクワク
感を体験してみよう！

オススメ
スポット

A ZONE  日本の国際通信2
―世界とつながる

―暮らしを変える ―未来を共につくる

オススメ
スポット

オススメ
スポット

オススメ
スポット

オススメ
スポット

KDDIは5Gでお客さまに新しい体験価値をお届け
します。データや体験の制約から解放されたワクワ
クする世界をぜひ体感ください。

au 5G
オススメ
スポット

KDDIの企業向けソリューションの変遷を
ご紹介します。

KDDI Business Solutions

ずっと、もっと、つなぐぞ。

KDDIの災害への取り組みをご紹介します。

ロッカー受付

KDDI
ART GALLERY1
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KDDI MUSEUM と KDDI ART GALLERY とも

事前予約制となります。サイトにアクセスし、ご予約をお願いします。

https://www.kddi.com/museum/guide/

KDDI MUSEUM
https://www.kddi.com/museum/

■入館時間 KDDI MUSEUM　　 10:00/12:30/15:00

KDDI ART GALLERY 11:30/14:00/16:30

アクセスマップ

ご利用案内

小田急多摩線/京王相模原線 多摩センター駅から徒歩10分
多摩モノレール多摩センター駅から徒歩8分

〒206-0034 
東京都多摩市鶴牧3-5-3　LINK FOREST 2F ※専用駐車場はございません。

■休館日 土・日・祝日・年末年始

■入館料 一般300円（税込）

※両施設共通

※大学生以下無料

※障がい者手帳ご提示の方および介護者は無料

■ご利用可能なお支払い方法
現金、クレジットカード、電子マネー

※詳細は当館webサイトをご確認ください。


